
全ての施策を17のゴールを確認しながら進める

第三次基本計画全体構成案

基本計画

基本構想 本市の⽬指すべき将来都市像や基本⽬標を定めたもの。

基本構想を具現化するための基本的な施策を定めたもの。

基本計画に⽰された施策を実現するための具体的な事業を定めたもの。実施計画

１．総合計画における基本計画の位置づけ
（１）総合計画の構成 年

度
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
(2001) (2002) (2003) (2004) (2005) (2006) (2007) (2008) (2009) (2010) (2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) (2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

基本構想（概ね25年間）

第⼀次基本計画
（10年間）

第⼆次基本計画
（10年間）

第⼀次実施計画
（5年間）

第⼆次実施計画
（3年間）

第三次実施計画
（3年間）

第⼀次実施計画
（3年間）

第三次実施計画
（3年間）

第⼆次実施計画
（3年間）

重
点
推
進

重
点
推
進

重
点
推
進

第三次基本計画
（3年間）

実施計画
（期間未定）⼈⼝減少と少⼦⾼齢化の進⾏ 環境、エネルギー問題の顕在化

安全・安⼼に対する意識の⾼まり グローバル化の進展

価値観、ライフスタイルの多様化 情報通信技術（ICT）の発展、普及

地域コミュニティの希薄化 新型コロナウイルス感染症による社会の変容

経済情勢の変化

２．時代の潮流

【現状】
・出⽣率の低下により⾃然増減は減少傾向にあるものの、社会増減は増加を維持して
ことから、平成25年以降、総⼈⼝・世帯数ともに増加を続けてきた。

・若い世代の転⼊超過が顕著である⼀⽅、⼦育て世代の転出超過が顕著。
・⼈⼝構成では、団塊ジュニア世代（40歳代後半）の⽐率が⾼い。
【将来⼈⼝推計】
・2030〜2035年頃から⼈⼝減の局⾯に突⼊
・本格的な少⼦⾼齢化社会の到来

３．本市の現状

総 論

（２）総合計画の構成

（１）⼈⼝
※グラフ・図等を⽤いて説明
※個別分野の現状は、施策別計画において明記

４．計画策定にあたって

（４）財政

（３）都市基盤

（１）本市の重点課題

（３）SDGsへの配慮

（２）産業

（２）まち・ひと・しごと創⽣総合戦略との⼀体的な推進

⼦育て世代
の定住促進と出⽣率向上

医療・福祉ニーズの増加
に備えた健康寿命の延伸

多様性を意識した
施策展開

激甚化する災害・感染症
の対応

地域経済の活性化 カーボンニュートラル
の実現

地域コミュニティ
の再構築

デジタル化による
⽣活の利便性向上

総
合
戦
略
の
課
題
も
包
括

「地球全体における課題の解決」のために定められた⽬標
（SDGsは国連で採択された⼈類の責務あり、市はSDGsの達成を⽬指す⽴場にある）

持続可能な世界を⽬指すSDGsに共感し、
地球と多種多様な⽣物に対する責任を果たす旨の記述を⾏う。

SDGsの考え⽅を確認しながら
将来都市像の実現に向けたまちづくりを進める。

まち・ひと・しごと創⽣総合戦略
↳⼈⼝減少・少⼦⾼齢化への対応とまち・ひと・しごとの創⽣

総合計画
↳市の総合的な振興・発展

⼀体的な推進を図るため、「第三次基本計画」（及び「実施計画」）に「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を統合
・出⽣率向上、定住促進、少⼦⾼齢化対策など、まち・ひと・しごとの観点からも施策を検討
・実施計画にて事業における重要業績評価指標（KPI）の設定 etc.

・これまでは健全な財政状況を維持。⾃治体運営の基礎となる市税収⼊等も増加傾向にあった。
・今後の⼈⼝構造の変化により、市税収⼊が減収に転じることが想定される。
・社会保障関係経費の増加に伴う扶助費の増や、建設事業費の増加による公債費の増など経常
的な経費の増加が⾒込まれる。

SDGsに取り組む意思を表明

事務局案
(議題第1号)

・市内事業所の分類別では『卸売業・⼩売業』
と『宿泊業、飲⾷サービス業』で、市内全体の
約40%を占める。

・市内事業所の売上⾦額は、『卸売業、⼩売業』
と『製造業』で、市内全体の約50％を占める。

・外環道や都市計画道路の完成により、
南北移動の利便性向上

・下⽔道普及率75.9%

※⼤分類の各ページに関連するSDGsのゴールを表⽰

資料２

１

議題第３号

事務局案
(議題第2号)



保健・医療

２．計画の進め⽅

各所管が多⾓的な視点から施策を展開することを意識付ける「基本構想」・「本市の重点課題」を踏まえたもの
（市⺠⽬線・未来志向）

新いろどりアプローチの10の視点 ･･･

各施策分野

⼦育て 地域福祉 防災 協働

10の視点⾃体の進捗や評価、市⺠意向を把握する

・誰も取り残さない多様性を意識した施策
１．3年間のまちづくりの⽬標

新いろどりアプローチ（仮称）

第三次基本計画全体構成案 第三次基本計画の考え⽅

地球環境を守り、豊かな市川の⾃然を次世代につなげる

多様性を認め合い、個⼈が尊重され、⾃分らしく暮らせる

「⽂化のまち」の息づかいが感じられる

⼦どもたちが希望をもって、⾃ら伸び、育つ

経済の活性化により地域が発展する

災害・感染症に強く、安全・安⼼を実感できる

いつまでも地域で健やかに暮らせる

安⼼して⼦育てができる

多様な主体がつながり、協⼒し合う

デジタル技術でだれもが快適になる

進捗・満⾜度の把握
例）市川市に住んで〇〇を実感していますか︖

↳横断的な視点⾃体の評価

市⺠意向の把握
例）どのようなまちに住みたいですか︖

↳次期総合計画の検討に活⽤

基本計画開始時と終了時にアンケートを実施
(R4年度) (R7年度)

ともに築く ⾃然とやさしさがあふれる ⽂化のまち いちかわ３年間の⽬標 将来都市像

市⺠を対象としたワークショップを実施

令和４年度検討

新いろどりアプローチ等を踏まえたワークショップを実施し、各施策・事業のブラッシュアップを図る。

時代の潮流や本市の現状、重点課題等を踏まえたうえで、将来都市像の実現に向けた３年間の⽬標

令和４年度業務

令和４年度業務

２

重
点
課
題

基
本
構
想



１ ２ ３ ４ ５ 1 ２ ３

健
康
で
安
⼼
し
て
暮
ら
せ
る
︑

地
域
福
祉
の
充
実
し
た

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

豊
か
な
⼈
間
性
を
育
み
︑

創
造
⼒
あ
ふ
れ
る
⼦
ど
も
を

育
て
ま
す

⽣
き
が
い
を
⾒
い
だ
す
︑

い
き
い
き
と
し
た
⽣
涯
学
習
社
会
を

つ
く
り
ま
す

誰
も
が
安
⼼
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す

⼈
権
を
尊
重
し
︑

世
界
平
和
に
貢
献
し
ま
す

芸
術
・
⽂
化
を
⾝
近
に
感
じ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す

⽂
化
資
産
や
伝
統
⽂
化
を

ま
ち
の
活
性
化
に
活
か
し
ま
す

暮
ら
し
の
中
で
﹁
ま
ち
の
⽂
化
﹂
を

育
み
ま
す

保
健
・
医
療

⼦
育
て

地
域
福
祉

障
が
い
者
福
祉

⾼
齢
者
福
祉

社
会
保
障
・
住
ま
い

ス
ポ
ー
ツ

⼦
ど
も
の
教
育

⽣
涯
学
習

雇
⽤
・
労
働

★
多
様
性
社
会

平
和

芸
術
・
⽂
化

⽂
化
的
資
産

⽂
化
の
創
造

★
観
光

★
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
⽀
援

★
感
染
症
対
策
の
推
進

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
地
域
に
お
け
る
⼦
育
て
⽀
援

★
乳
幼
児
期
に
お
け
る
保
育
の
質
の
向
上

★
配
慮
を
要
す
る
⼦
ど
も
︑
⼦
育
て
家
庭
へ
の
⽀
援

・
地
域
の
安
⼼
と
信
頼
の
向
上

・
地
域
へ
の
参
加
と
交
流
の
体
制
づ
く
り

・
⽀
え
合
い
社
会
へ
の
意
識
変
⾰

・
地
域
の
理
解
・
⽀
援
の
促
進

・
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
⽀
援

・
⽣
活
⽀
援
の
充
実

★
社
会
参
加
・
就
労
の
促
進

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
⽣
活
⽀
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
介
護
予
防
と
⽣
き
が
い
づ
く
り
の
充
実

・
住
ま
い
の
安
⼼
・
安
全
へ
の
⽀
援

・
安
⼼
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障
の
充
実

★
⽣
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

★
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
識
の
醸
成

・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

★
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

★
﹁
⾃
分
ら
し
く
輝
く
た
め
の
学
び
﹂
の
機
会
充
実

★
児
童
⽣
徒
の
確
か
な
学
⼒
を
育
成
す
る
取
り
組
み
の
推
進

★
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
の
推
進

・
⽣
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学
習
環
境
の
実
現

★
働
き
⽅
改
⾰
の
推
進

・
就
労
⽀
援
の
充
実

★
⼈
権
の
尊
重

★
多
様
性
社
会
の
実
現

・
平
和
意
識
の
⾼
揚

★
国
際
交
流
の
推
進

★
⽂
化
芸
術
活
動
へ
の
⽀
援

★
⽂
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
創
出

★
⽂
化
財
の
保
護
と
活
⽤

★
伝
統
的
⽂
化
の
継
承

★
多
⽂
化
共
⽣
の
推
進

・
新
た
な
﹁
ま
ち
の
⽂
化
﹂
の
構
築

★
魅
⼒
の
発
信
に
よ
る
市
川
ブ
ラ
ン
ド
の
確
⽴

★
地
域
⼀
体
型
の
観
光
の
推
進

基
本
構
想

基
本
計
画

施
策
の
⽅
向
性

⼤
分
類

中
分
類

⼩
分
類

将来都
市像 ともに築く ⾃然とやさしさがあふれる ⽂化のまち いちかわ

基本⽬標 基本⽬標１
真の豊かさを感じるまち

基本⽬標２
彩り豊かな⽂化と芸術を育むまち

第三次基本計画全体構成案 計画の体系

３

事務局案

★…第⼆次基本計画から追加または修正した箇所



１ ２ ３ １ ２ ３ ４

⾃
然
を
⼤
切
に
し
︑

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

環
境
へ
の
負
荷
の
す
く
な
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す

廃
棄
物
の
発
⽣
を
抑
制
し

資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

市
⺠
と
⾏
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

⾏
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す

情
報
通
信
技
術
を

市
⺠
⽣
活
の
向
上
に
活
か
し
ま
す

⾃
然
環
境
・

★
⽣
物
多
様
性

公
園
・
緑
地

⽔
辺

地
球
環
境

⽣
活
環
境

資
源
循
環
型
社
会

協
働
・
市
⺠
参
加

情
報
発
信
・
提
供

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
市
⺠
活
動

★
⾏
政
経
営

財
政
運
営

広
域
⾏
政
・

★
⼤
都
市
制
度

★
情
報
政
策

・
⽣
物
多
様
性
の
推
進

★
⾃
然
と
触
れ
合
え
る
機
会
の
創
出

★
⾃
然
環
境
の
保
全

★
花
と
緑
に
触
れ
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

・
魅
⼒
あ
る
公
園
の
整
備

★
親
⽔
環
境
の
整
備

・
⽔
辺
の
環
境
の
保
全

★
環
境
に
関
す
る
理
解
と
意
識
の
醸
成

★
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

・
安
全
で
清
潔
な
⽣
活
環
境
の
保
持

★
良
好
な
⽣
活
環
境
の
保
全

★
廃
棄
物
の
削
減
と
適
正
処
理
の
推
進

・
３
Ｒ
の
推
進

★
市
政
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

★
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

★
個
別
最
適
な
⼿
法
に
よ
る
情
報
提
供

★
広
報
を
活
⽤
し
た
市
の
魅
⼒
の
発
信

★
市
⺠
活
動
へ
の
⽀
援

★
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

★
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

★
時
代
に
即
し
た
政
策
展
開

★
効
率
的
な
⾏
政
経
営

・
健
全
な
財
政
運
営

★
中
核
市
移
⾏
に
向
け
た
調
査
・
研
究

★
⾃
治
体
間
連
携
の
強
化

★
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

★
情
報
通
信
技
術
を
活
⽤
し
た
市
⺠
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

第三次基本計画全体構成案 計画の体系

基
本
構
想

基
本
計
画

施
策
の
⽅
向
性

⼤
分
類

中
分
類

将来都
市像

基本⽬標 基本⽬標４
⼈と⾃然が共⽣するまち

基本⽬標５
市⺠と⾏政がともに築くまち

１ ２ ３ ４

安
全
で
安
⼼
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

快
適
な
暮
ら
し
を
⽀
え
︑

質
の
⾼
い
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す

⾃
然
︑
歴
史
︑
社
会
環
境
な
ど
を
活
か
し
て
︑

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
魅
⼒
あ
る

⼟
地
利
⽤
を
図
り
ま
す

産
業
を
振
興
し
︑

活
⼒
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

危
機
管
理

★
防
災

★
消
防

★
市
⺠
安
全

交
通
安
全

道
路
・
交
通

下
⽔
道

住
宅
・
住
環
境

公
共
施
設

⼟
地
利
⽤
・
景
観

★
地
域
経
済

商
⼯
業

都
市
農
業

⽔
産
業

★
新
た
な
感
染
症
へ
の
対
応

・
危
機
管
理
体
制
の
強
化

★
治
⽔
対
策
の
推
進

★
防
災
意
識
の
啓
発

★
激
甚
化
す
る
⾃
然
災
害
へ
の
備
え

★
⽕
災
予
防
の
推
進

★
消
防
⼒
の
強
化

★
消
費
⽣
活
相
談
体
制
の
充
実

・
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

★
通
学
路
の
安
全
性
向
上

★
安
全
な
歩
⾏
空
間
の
確
保

・
交
通
安
全
に
関
す
る
意
識
啓
発

・
公
共
交
通
の
充
実

★
道
路
の
維
持
管
理
︑
機
能
向
上

★
道
路
交
通
網
の
充
実

★
良
好
な
下
⽔
道
環
境
の
維
持

★
下
⽔
道
普
及
率
の
向
上

★
良
好
な
住
宅
環
境
の
整
備
⽀
援

・
安
全
︑
安
⼼
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
の
推
進

・
公
共
施
設
等
の
有
効
的
︑
効
率
的
な
活
⽤

・
魅
⼒
あ
る
市
街
地
の
形
成

・
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
⼟
地
利
⽤

★
起
業
の
促
進

★
域
内
経
済
循
環
の
構
築

★
多
様
な
⼈
材
育
成

・
商
⼯
業
の
活
性
化

★
農
業
へ
の
理
解
促
進

★
農
地
の
維
持

・
活
⼒
に
満
ち
た
農
業
の
推
進

★
漁
業
へ
の
理
解
促
進

★
漁
業
環
境
の
整
備

基本⽬標３
安全で快適な魅⼒あるまち

ともに築く ⾃然とやさしさがあふれる ⽂化のまち いちかわ

⼩
分
類 ４

事務局案

★…第⼆次基本計画から追加または修正した箇所


